
令和７年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会 

第５ブロック研修会 次第 

 

日時：令和７年１１月９日(日) 午後２時～４時４５分 

会場：調布市文化会館たづくり１２階大会議場  

 

 都市社連協統一テーマ：「統一テーマ「つながり、関わり合い、ともに創造する地域

の未来 ～身近な課題を自分ごととして考えよう～」 

 第５ブロック研修テーマ：「市民参加演劇で社会教育を考える」 

 

１ 主催者挨拶 

  東京都市町村社会教育委員連絡協議会 会長 笹井 宏益 

 

２ 開催市あいさつ  

   調布市教育委員会教育長 栗原 健 

 

３ 演劇「四重奏－カルテット－」上演（１４時０５分～１５時０５分） 

 

４ 休憩 

  ※一般観覧の方はご退席願います。 

 

５ 第５ブロック研修会幹事市議長挨拶  

  調布市社会教育委員の会議 議長 篠﨑 光正 

 

６ グループ討議及び発表 

 

７ 閉会の辞  

   小金井市社会教育委員の会議 議長 笹井 宏益 
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【令和 7 年度 東京都市町村社会教育委員連絡協議会第 5 ブロック研修会】 

グループワーク ワークシート 

 

15：25〜16：15 グループディスカッション（50 分程度） 

16：15〜16：40 グループ発表・質疑応答（25 分程度） 

 

グループワーク テーマ 

「社会教育が支えるものとは」 
 

【キーワード】 

・不登校の問題（学校教育） 

・家庭内の問題（家庭教育） 

・子育てをどう支援するか（地域の活用、人材の確保） 

・地域の施設を活用する利点（公民館などの利用） 

・地域の人間力をどう活かすのか（地域の人材にスポットをあてる方策など） 

・社会教育にＡＩをどう活かすのか（ICT 化の方策など） 

 

 

 

 

 

メモ欄 
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令和７年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会 

交流大会・社会教育委員研修会 実施要項 

 

日 時：令和７年１２月１３日（土）午後１時３０分～(受付 午後１時００分から) 

場 所：小金井 宮地楽器ホール ３階大ホール（小金井市本町６－１４－４５） 

主 催：東京都市町村社会教育委員連絡協議会 

 

13:30 交流大会 

■第 1部 式典（１５分） 

開  会 都市社連協副会長 生尾 光 （小平市） 

  

あいさつ 都市社連協会長  笹井 宏益 （小金井市） 

  

来賓祝辞  小金井市教育委員会教育長 大熊 雅士 氏 

13:45 ■第２部 各ブロック研修会実施報告（６５分）※質疑応答含む 

第１ブロック幹事 瑞穂市 

第２ブロック幹事 国分寺市 

第３ブロック幹事 町田市 

第４ブロック幹事 西東京市 

第５ブロック幹事 調布市 

※今年度の統一テーマを受け実施された各ブロック研修会の内容報告 

14:50 休憩（１０分） 

15:00 ■第３部 社会教育委員研修会（７５分）※質疑応答含む 

「関わり合いの中から生まれる地域の未来－地域社会教育実践の経験を踏まえて－」 

内容 

・事例紹介及びパネルディスカッション 

16:15 閉会 都市社連協副会長 須崎 奈緒美 （日野市） 
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◆小金井におけるプレーパーク事業のあゆみ     NPO 法人こがねい子ども遊パーク  

・2002 年：小金井市公民館講座「子育ては未来育て」終了後、12 月に自主グループ｢小金井にプレイ

パークを作る会｣が設立された 

・2003 年：「こどものまち ミニサクラ」との出会い 

・公民館講座｢子どもの時間を取り戻そう｣の企画・運営に参加。 

・同 11 月、講座の最終日に、1 日プレイパークを公民館と共催実施(浴恩館公園)700 名参加。 

・わんぱく夏祭りに参加。プレパ小屋を作る。 

・小金井市児童館事業の 移動児童館わんぱく号 ボランティアに参加 

・2004 年：1 月・1 日プレイパーク（浴恩館），3 月・春休み連続プレイパーク（同）、7 月～毎月 1

回のプレイパークを開催（都立武蔵野公園） 

・8 月 21 日～ 29 日、わんぱく夏祭りに共催参加：本祭り中に雑木林で連続プレーパーク開催。 

・2005 年：くじら山プレイパーク、土日と平日、月 2 回のプレイパーク開催 

   ・放課後プレイパーク・10 月より地域子ども教室全国協議会より助成をうけ、東京学芸大学環境教

育実践施設(農場)で 毎週水曜 実施 

・2006 年：いけとおがわプレーパーク(10 月 ～毎週水曜) 東京学芸大学 農場から里山ゾーンへ 

・2007 年：くじら山プレイパーク・・毎週金曜が放課後開催、第 4 土曜が 1 日開催 （月 5 回） 

        いけとおがわプレイパーク・・毎週水曜の放課後開催…東京学芸大学内 

10 月~12 月小金井市子ども家庭支援センター父親講座担当 

・2008 年：学芸大学月 4 回、くじら山月 5 回の実施 プレイリーダー1 人の継続雇用 

伝統文化子ども教室 20 回 (移動里山体験教室含) 

移動児童館わんぱく号ボランティア、年 2 回の共催事業の実施 

同年 7 月 梶野防災公園作りのワークショップに参加（遊び場の会を立ち上げ） 

・2009 年：梶野公園でのプレーパークイベントの開始（2 か月に一回） 

・7 月「特定非営利活動法人こがねい子ども遊パーク」認証され、設立 

・市議会一般質問で要望 「行政の責任で常設のプレーパークを作ろう！」 

・2010 年： 

１．プレーパーク事業(放課後子ども教室) 

  くじら山プレーパーク毎週金曜日 2 時~5 時・第 4 土曜日 10 時~5 時 

  いけとおがわプレーパーク毎週水曜日 2 時~5 時 

２．親子ひろば事業 
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  森の親子ひろば りんご 毎週月曜日 10 時~2 時 

３．子育て子育ち講座の企画運営・コーディネート（小金井市子ども家庭支援センター主催など） 

  遊福講座、  父親講座 

４．自然文化体験事業 

   文化庁・伝統文化子ども教室助成事業：ヒカル泥団子ワークショップ、 泥染ワークショップ、雪国暮ら

し体験      独立行政法人福祉医療機構助成事業：パパとたがやす畑の時間 

   その他 自主事業：梶野公園オープニングイベント のサポーター  

・2011 年： 

・梶野公園ちびっこプレーパーク バンビ の開催 毎週火曜日 10 時から 2 時 

・11 月 ：子どものまち ミニこがねい実施 日本たばこ産業青少年健全育成助成 

・2012 年：常設のプレーパークを市内につくっていただくことを求める陳情 採択 

・9 月： 「プレーパークの常設を希望する会」が署名と陳情を提出。本会議で 11 月 29 日採択 

・2014 年：東京学芸大学内での常設に向けていけとおがわプレーパークを週 1 回から週 3 回実施 

・2015 年：いけとおがわプレーパーク（火～木・土）くじら山プレーパーク（金）の 2 つのプレーパー

クが小金井市冒険遊び場等健全育成事業となる（6 月 11 日 受託） 

・2016 年：野外保育りんごっこ開始（4 月～） 

     ・ 梶野公園ちびっこプレーパーク バンビはちびっこプレーパーク つくしとして、梶野公園サポーター会

議遊び場の会により引き継がれた 

・2021 年：みんなのおうち りんごっこハウスをオープン （野外保育の拠点）  

・野外保育事業以外に、カフェ「焼きりんご」、子ども食堂「pomme」、僕らの KAKUREGA、 

暮らし体験事業など実施 
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